
環境配慮型プラスチックの例表1

プラスチックの種類 具体例 特徴

バイオマス
プラスチック

ポリ乳酸（PLA）、
バイオポリエチレン（バイオPE）

植物などの再生可能な有機資源を原料に使用し、二酸化炭素排出量の削減に寄与。CO2排
出量削減に大きく貢献するが、コストや性能面に課題がある。

バイオマス
複合プラスチック

木粉複合ポリプロピレンPP、
でんぷん複合PE、貝殻・卵殻複合PP

バイオマス資源を従来のプラスチックに混合し、環境負荷を低減。環境負荷低減と従来のプラ
スチックに近い性能を両立し、既存設備での生産が可能。

リサイクル
プラスチック

再生ポリエチレンテレフタレート
（再生PET）

使用済みプラスチックを再利用し、資源循環を促進することで、廃棄物削減に貢献。

近年、地球温暖化や海洋プ
ラスチック問題など、環境問
題への関心が世界的に高まっ
ており、世界中で石油由来資
源 の 使 用 率 低 減 や 廃 プ ラ ス
チック削減の動きが高まって
いる。その解決策の一つとし
て、植物等の再生可能な有機
資源や廃棄プラスチックを原
料 と す る 環 境 配 慮 型 プ ラ ス
チックの利用が期待される。

本稿では、これらのプラス
チックが抱える臭気問題を解
決するために当社が開発した、
練り込み型消臭剤『ケシュナー
ル』について紹介する。

環境配慮型
プラスチックの
種類と特徴

環境配慮型プラスチックに
は、大きく分けて、バイオ由
来モノマーを重合して得られ

る「バイオマスプラスチック」、
木粉やでんぷん、貝殻などの
バイオマス資源をポリエチレ
ン（PE）やポリプロピレン（PP）
に混合した「バイオマス複合プ
ラスチック」、使用済みプラス
チックを再利用する「リサイク
ルプラスチック」などがある。

バイオマスプラスチックは、
環境負荷低減の観点からは望
ましいと考えられるが、コス
トや性能面で課題が多く、普
及が進んでいないのが現状で
ある。そこで、現実的な代替
手段として、既存の生産設備
を活用でき、コストを抑えな
がら環境負荷を低減できるバ
イオマス複合プラスチックの
需要が拡大している1）, 2）。また、
廃棄プラスチックを有効活用
できるリサイクルプラスチッ
クも、資源循環の観点から重
要な役割を担っている。

バイオマス
複合プラスチックの
現状と課題

バイオマス複合プラスチッ
クは、木粉、米、でんぷん、貝
殻や卵殻などのバイオマスを
プラスチックに配合し、ごみ収
集袋、ウッドデッキ、容器、日
用品などに使用されている1）, 2）。
環境負荷を低減しながら、従来
のプラスチックに近い性質も
両立できるため、幅広い用途へ
の展開が期待されている。ま
た、既存の生産設備や技術を活
用できるため、導入のハードル
が低い。さらに、自動車部品や
建材など、高い耐久性が求めら
れる用途にも対応できるほか、
廃棄物資源の有効活用にもつ
ながる。このように、100％バ
イオマスプラスチックと比べ
ると、性能、コスト、既存設備
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PE系バイオマス複合プラスチックへの添加効果図1 リサイクルPPへの添加効果図2

PE系バイオマス複合プラスチックに、ケシュナール BM-09Eを4％添加し、
プラストミルで170℃×5分で混練。
熱プレス機で170℃×30秒プレス成形し、チャック付きのポリ袋に入れた。
翌日の臭気を10名のパネラーにより、5段階臭気強度評価（0：無臭、1：非
常に弱い、2：弱い、3：やや強い、4：強い）を行い、平均値を求めた。

リサイクルPPに、ケシュナール RP-11Dを4％添加し、プラストミルで
200℃×5分で混練。
熱プレス機で200℃×30秒プレス成形し、チャック付きのポリ袋に入れた。
翌日の臭気を10名のパネラーにより、5段階臭気強度評価（0：無臭、1：非
常に弱い、2：弱い、3：やや強い、4：強い）を行い、平均値を求めた。
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との親和性、用途の広がりやす
さといった点で、実用上の利点
がある。

市場規模においても、バイオ
マス複合プラスチック（天然素
材配合プラスチック）の世界市
場は 2023 年に 342 億 2000 万米
ドルだったが、2030年には約2.4
倍に増加すると予測されてお
り、今後の成長が期待されて
いる 3）。

しかし、バイオマス複合プ
ラスチックは、原料由来の特
有の臭気（揮発性有機化合物：
VOC）が発生するという課題
を抱えている。この臭気は、製
品の品質や価値を低下させる
だけでなく、用途によっては使
用が制限される可能性もある。

リサイクル
プラスチックの
現状と課題

リサイクルプラスチックは、
廃棄プラスチックを再利用す

ることで、資源循環を促進し、
廃棄物削減に貢献する。特に
使用済みプラスチックを原料
として再利用するマテリアル
リサイクルは、CO2 排出量削減
にも寄与する重要な役割を果
たす。リサイクルプラスチッ
ク市場は年率11％の成長が見
込まれている。また、EU議会
が2025年1月29日、ELV（End-
of-Life Vehicle、廃自動車）規
則案を改定した第2版を公表
し、自動車中の20％をリサイ
クルプラスチックとする目標
が設定されるなど、世界的に
リサイクルプラスチックの利
用促進が求められている。

しかし、廃プラスチックを
資源として再利用する場合、
いくつかの課題があり、リサ
イクル率は、プラスチック全
体の1割程度にとどまっている
のが現状である 4）。リサイクル
プラスチックは、原料となる
プラスチックの種類や状態に

よって品質がばらつきやすく、
その課題の1つが臭気である。
廃プラスチックには、使用時
に付着した不純物由来の臭気
成分や、樹脂などの劣化によっ
て生成された臭気成分が含ま
れるだけでなく、そのリサイ
クルプロセスでは、樹脂の溶
融混練時の熱劣化や化学反応
が生じ、特有の臭気を発生し
やすい。さらに、その臭気は
成形後も徐々に周囲に放出さ
れ、製品の品質に悪影響を及
ぼすことなどが課題となって
いる。

環境配慮型
プラスチック用
練り込み型消臭剤

このように、バイオマス複
合プラスチックやリサイクル
プラスチックは、従来のバー
ジンプラスチックに比べて臭
気の問題があり、利用拡大を
阻む大きな要因となっている。
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リサイクルPPの多様な臭気に対する消臭効果図4

PE系バイオマス複合プラスチックの多様な臭気に対する消臭効果図3

リサイクルPPに、ケシュナール RP-11Dを4％添加し、プラストミルで200℃×5分で混練。
熱プレス機で200℃×30秒プレス成形したものを凍結粉砕した。
HS-GC／MSを用いて、Controlに対する各成分の面積変化から各臭気成分の残存率（除去率）を算出した。

PE系バイオマス複合プラスチックに、ケシュナール BM-09Eを4％添加し、プラストミルで170℃×5分で混練。
熱プレス機で170℃×30秒プレス成形したものを凍結粉砕した。
TD-GC／MSを用いて、Controlに対する各成分の面積変化から各臭気成分の残存率（除去率）を算出した。
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これらの素材の普及を促進す
るためには、臭気問題の解決
が不可欠である。その解決策
として、当社は練り込み型消
臭剤『ケシュナール』を開発
した。
『ケシュナール』は、環境

配慮型プラスチックの臭気低
減に特化したマスターバッチ

（MB）型の消臭剤である。『ケ
シュナール』の消臭メカニズ
ムは、臭気成分を吸着し、揮

発を防止する「物理吸着」に
基づいている。また、熱劣化
による臭気の発生を化学的に
抑制する効果もあり、高い消
臭効果と持続性を発揮するほ
か、多種多様な成分を吸着・
消臭できる点が強みである（図
1～ 4）。『ケシュナール』の主
な特徴は以下の通りである。
1）多様な臭気成分への高い
　  消臭効果と持続性

物理吸着メカニズムにより、

アルデヒド、ケトン、アルケン、
フラン類など多種多様な臭気
成分（VOC）を効率的に吸着・
除去する。さらに、熱劣化に
よる臭気の発生を化学的に抑
えることもでき、高い消臭効
果が長期間持続する。
2）マスターバッチ（MB）形態
　  による優れた取り扱い性

ペレット状のマスターバッ
チ製品のため、計量や投入が
容易である。
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当社製品および開発品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

ケシュナールの代表ラインアップ表2

ケシュナール BM-09E ケシュナール BM-09P ケシュナール RP-11D

用途例 バイオマス複合プラスチック（PE系） バイオマス複合プラスチック（PP系） リサイクルプラスチック（PP系）

対象臭気成分
アルデヒド、ケトン、アルケン、複素環化合物、
アルコール、酸、フラン類など

アルデヒド、ケトン、アルケン、複素環化合物、
アルコール、酸、フラン類など

オレフィン分解物、VOCなど

特徴
・バイオマス由来の臭気低減に効果的
・熱劣化による臭気発生を抑制
・有効成分含量が高くハンドリング性に優れる

・バイオマス由来の臭気低減に効果的
・熱劣化による臭気発生を抑制
・有効成分含量が高くハンドリング性に優れる

・リサイクル樹脂の臭気低減に効果的
・有効成分含量が高くハンドリング性に優れる

消臭機構 物理吸着および臭気成分の生成抑制 物理吸着および臭気成分の生成抑制 物理吸着

形状 乳白色ペレット（PEマスターバッチ） 乳白色ペレット（PPマスターバッチ） 黒色ペレット（PPマスターバッチ）

有効成分 80％ 80％ 60％

ケシュナール BM-09E ケシュナール BM-09P ケシュナール RP-11D

外観

備考 添加量の目安：1～5wt％※ 添加量の目安：1～5wt％※ 添加量の目安：1～5wt％※

ケシュナールの代表ラインアップ（外観）図5

※ 使用する材料や混練条件により消臭効果が異なる場合があるため、添加量は適宜調整してください。

3）既存成形プロセスへの
　  スムーズな導入

練り込み型設計により、射
出成形・押出成形・インフレー
ション成形など、既存の各種
成形プロセスにそのまま適用
可能で、新たな設備投資や工
程変更が不要である。
4）低添加量で高効率な
　  消臭を実現

独自の分散技術、相溶化技
術を生かして、消臭成分を均
一分散させて1 ～ 5％程度の低
添加量で十分な消臭効果を発
揮することに成功。プラスチッ
クの機械的物性への影響も小

さい。
5）幅広い適用範囲

ポリオレフィン系樹脂との
相溶性が高く、射出成形、押
出成形、インフレーション成
形など、さまざまな加工方法
に対応できる。

今後の予定

環境意識の高まりとともに、
バイオマス複合プラスチック
とリサイクルプラスチックの
市場は拡大しており、『ケシュ
ナール』はこれらの素材の利
用拡大に貢献し、持続可能な
社会の実現に寄与できると考

えている。当社は、『ケシュナー
ル』のさらなる用途拡大と高
性能化を目指し、バイオマス
プラスチックの普及拡大に向
けた性能向上など、研究開発
を推進していく。当社は、『ケ
シュナール』の開発・販売を
通じて、環境配慮型プラスチッ
クの普及を促進し、カーボン
ニュートラル社会の実現に貢
献していく。
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